
























Traditional Industry under Climate Change Situation
Case study of Influence on Agar Industry in Chino
Hosei University Graduate School of Social Governance
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Abstract
			It	 has	 been	 estimated	 that	 the	 influence	 of	
climate	change	increase,	and	also	it’s	foreseen	that	
the	influence	has	the	effect	on	traditional	cultures	
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茅野の風土、特産品 ○ ○ ○ ○
茅野の天然寒天の生産の実態 ○ ○
茅野の天然寒天の市場動向 ○ ○
茅野と天然寒天、天然寒天を取り巻く地域社会の動向 ○ ○ ○ ○
茅野の天然寒天を取り巻く地域外の動向 ○ ○
茅野の天然寒天の伝統性、存続・継承に関する思い ○ ○ ○ ○
茅野における気候の変化 ○ ○ ○ ○
気候変化の影響とそれに対する対応 ○ ○
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表 6）をみると、日最低気温では 1980 年代までと比べて
1990 年代以降の高温化の傾向が明瞭に現れている。特
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化は見られない。一方、12 月上旬から 12 月中旬、2 月
中旬から 3月上旬にかけては生産に適した日の出現率が











③集計期間：1961 年 1 月～ 2012 年 3 月（1シーズン：各年 11 月～翌 3月）
④集計区分：
　1960 年代：［1961 年 1 年－ 1961 年 3 月］～［1968 年 11 月－ 1969 年 3 月］
　1970 年代：［1969 年 11 月－ 1970 年 3 月］～［1978 年 11 月－ 1979 年 3 月］
　1980 年代：［1979 年 11 月－ 1980 年 3 月］～［1988 年 11 月－ 1989 年 3 月］
　1990 年代：［1989 年 11 月－ 1990 年 3 月］～［1998 年 11 月－ 1999 年 3 月］
　2000 年代：［1999 年 11 月－ 2000 年 3 月］～［2008 年 11 月－ 2009 年 3 月］
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1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020 2030 2040 式 R2
11 月上旬 4.0 3.1 3.6 4.1 5.1 4.4 4.9 5.1 5.4 y=0.024x-43.7 0.401
11 月中旬 0.8 1.9 1.5 2.5 2.6 3.3 3.7 4.2 4.6 y=0.046x-88.4 0.880
11 月下旬 -0.3 -1.1 -0.2 0.5 0.8 1.6 1.8 2.3 2.7 y=0.046x-90.3 0.796
12 月上旬 -1.9 -2.5 -2.4 -0.9 -0.8 0.3 0.4 0.9 1.4 y=0.051x-102.5 0.746
12 月中旬 -3.4 -3.7 -3.7 -2.8 -2.3 -1.3 -1.3 -0.9 -0.5 y=0.044x-89.4 0.781
12 月下旬 -3.9 -5.1 -4.8 -3.7 -4.3 -4.1 -4.1 -4.0 -3.9 y=0.007x-18.5 0.065
1 月上旬 -6.5 -5.9 -5.8 -4.5 -5.4 -6.2 -5.3 -5.1 -5.0 y=0.013x-31.6 0.124
1 月中旬 -7.3 -7.0 -6.9 -5.1 -5.2 -6.4 -5.2 -4.9 -4.5 y=0.033x-71.7 0.428
1 月下旬 -7.1 -7.2 -8.1 -6.0 -6.5 -6.1 -6.0 -5.7 -5.5 y=0.025x-56.5 0.361
2 月上旬 -6.8 -7.4 -7.2 -6.6 -5.9 -5.6 -5.5 -5.1 -4.8 y=0.032x-70.4 0.673
2 月中旬 -7.4 -5.5 -6.5 -5.0 -5.2 -4.9 -4.2 -3.8 -3.4 y=0.043x-91.2 0.633
2 月下旬 -6.5 -3.9 -6.6 -4.1 -3.6 -1.4 -1.4 -0.6 0.2 y=0.084x-170.2 0.619
3 月上旬 -4.5 -4.2 -4.4 -2.3 -2.9 -0.5 -0.6 0.1 0.9 y=0.073x-148.1 0.785
3 月中旬 -2.8 -2.9 -2.2 -1.3 -1.7 -1.7 -1.1 -0.8 -0.5 y=0.029x-59.8 0.697







て差があるため、確実に生産できる期間は 30 ～ 40 日程度かもしれない。
・	昔は 11 月末から 3 月上旬まで、100 日以上は製造していたが、今は 12 月～ 1 月末頃に限られる。遅くまで生
産している生産者でも 2 月 5 ～ 10 日頃には生産を止める。最大でも 70 日程度である。
・	最近では 2 月 15 日頃で生産終了という感覚が定着している。
・	2 月 16 日が寒天の日となった。昔なら最盛期だが、今は生産を終える時期である。





・	20 ～ 30 年前にも暖冬はしばしばあった。ただし、毎年暖冬が続くということはなかった。寒天の生産にとっ
て良い年もあれば悪い年もあったため「今年は当たりが悪い」というような感じで、あまり気にしなかった。
その頃は温暖化ではなく異常気象と呼んでいた。











・	温暖化が進んでも 100 年に 1℃～ 2℃の範囲であり、角寒天がなくなるとは思わない。
※経済界、行政の認識も含む。
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